
改良区向け賦課金連動システムについて紹介します

水土里ネット山口

内容： 水土里情報で整備した農地筆属性データ（DBFファイル）をExcelで読込み、

改良区賦課金計算の元データ（土地、所有者、耕作者、賦課金対象面積な

ど）として利用する。水土里情報データと賦課金データを共有することにより、

土地情報の管理、賦課金計算・収受の管理を行うシステムを構築。

経緯： 土地改良区としては、農業水利施設、農地や賦課金を水土里情報のデー

タベースで連動して管理したいとの意向があったが、農地や施設の管理を効

率化できるGISの機能等の習得・運用については、改良区の職員の高齢化

や少人数により難しい状況であった。

そのため、水土里情報のデータを利用して台帳、帳票の作成を自動化する

システムが求められ、 Excel VBAで水土里情報からデータを得て、賦課金計

算から賦課金通知・収受帳票を作成するマクロを作成し、平成23年度から運

用開始された。

取組概要
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今回紹介する団体：

土地情報をGISに保存し、Excelで加工、利用する。
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同様の方法で水土里情報のデータをExcel等の汎用アプリと共有することができ

ることから、必要に応じて農道、水路、ため池等の施設情報を管理するシステムを

開発するとともに、改良区への水土里情報の普及を図る。

今後の活用予定

期待される効果

農林水産省農村振興局整備部設計課計画調整室（横田、溝添） 03-6744-2212（直通）

■お問い合せ先

山口県土地改良事業団体連合会 事業部管理課 083-933-0034

賦課金の対象となる土地の管理が「地番」による管理から、地図による管理にな

ることで、対象の土地を具体的にイメージできる。

水土里情報の導入により、賦課金のデータを一元管理できるので、管理コストを

抑制できる。

土地のデータに、作付け情報や施設情報をリンクさせることで、改良区独自の情

報を水土里情報で管理することが可能となる。
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